
判断能力有り
判断能力無し

＝成年後見人制度の利用が可能

日常生活自立支援事業
（社会福祉協議会）

本人と社会福祉協議
会の契約により、金銭
管理等を実施。

成年後見人制度

家庭裁判所から選任され
た成年後見人、保佐人、補
助人が本人の財産管理等を
実施。

保全処分

家庭裁判者から選任さ
れた財産の管理者が、審
判までの間、本人の財産
管理等を実施。

申立
準備期間 審判完了後

財
産
管
理
の
た
め
の
制
度

申立手続完了後、
審判が完了するまで
（通常１～２カ月程度）

現状、この期間に本人の財産を管理する者がいない。
（本人の財産調査や親族調査（申立に対する意向調査含む）等の実施のため、最低で
も２～３週間程度要している状況）

⇒ 財産管理を行う者がいない場合等において、本人の生命・財産を保護する観点か
ら、行政が緊急・短期的に本人に代わり財産管理を可能とするよう求める提案。


